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本
書
は
、
立
教
大
学
文
学
部
で
長
ら
く
教
鞭
を
執
ら
れ
、
海
・

森
・
ト
ラ
・
ペ
ス
ト
・
蜃
気
楼
王
国
等
々
の
用
語
を
駆
使
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
東
洋
史
学
を
牽
引
し
て
こ
ら
れ
た
上
田
信
氏
の
待

望
の
新
著
で
あ
る
。
上
田
氏
の
著
作
に
は
お
お
く
の
一
般
書
が
ふ
く

ま
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
親
し
ん
だ
こ
と
の
あ
る
一
般
読
者
も
少
な

く
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
研
究
範
囲
は
一
国
史
的
範
疇
に
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
、
一
時
代
的
議
論
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
そ
の
意

味
で
上
田
氏
の
興
味
関
心
は
ゆ
る
や
か
に
大
き
な
広
が
り
を
み
せ
て

い
る
。
本
書
も
そ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
で
通
時
代
的
な
歴
史
書
で

あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
本
書
は
、
そ
の
副
題
に
み
ら
れ
る
と
お

り
、
タ
カ
ラ
ガ
イ
と
い
う
き
わ
め
て
微
細
な
モ
ノ
を
検
討
対
象
と
し

て
い
る
点
で
、
た
ん
な
る
概
説
書
と
は
一
線
を
劃
す
る
。
か
よ
う
に

幅
広
い
視
野
を
も
つ
本
書
を
評
す
る
の
は
容
易
で
な
く
、
た
か
だ
か

中
国
古
代
の
タ
カ
ラ
ガ
イ
を
研
究
し
た
こ
と
の
あ
る
評
者
（『
中
国

古
代
貨
幣
経
済
史
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
。
以
下
、
柿
沼

二
〇
一
一
）
の
手
に
負
え
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
前
も
っ
て

白
状
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
タ
カ
ラ
ガ
イ
を
愛
し
、
ま

た
貨
幣
に
人
生
を
振
り
回
さ
れ
る
者
の
一
人
と
し
て
、
本
書
の
面
白

さ
を
伝
え
ん
が
た
め
、
敢
え
て
筆
を
と
る
。

　
　
序
　
章
　
知
的
冒
険
の
は
じ
ま
り

　
　
第
一
部
　
時
を
た
ど
る
旅

　
　
　
第
一
章
　
文
明
黎
明
期

　
　
　
第
二
章
　
雲
南
の
諸
王
国

　
　
　
第
三
章
　
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
下
の
雲
南

　
　
　
第
四
章
　
明
朝
と
琉
球
王
国

　
　
　
第
五
章
　
タ
カ
ラ
ガ
イ
通
貨
の
崩
壊

　
　
小
　
結
　
タ
カ
ラ
ガ
イ
の
経
済
理
論

　
　
第
二
部
　
場
を
め
ぐ
る
旅

　
　
　
第
六
章
　
ム
ア
ン
と
呼
ば
れ
る
小
宇
宙 

―
― 

タ
イ
系
民
族

　
　
　
　
　
　
　
の
世
界

　
　
　
第
七
章
　
棲
み
分
け
る
諸
文
化 

―
― 

雲
南
山
地
の
世
界

　
　
　
第
八
章
　
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
観
た
歌
舞
劇 

―
― 

ラ
サ
の
祭
り

書
　
評

上
田
信 
著

『
貨
幣
の
条
件
　
タ
カ
ラ
ガ
イ
の
文
明
史
』

（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
六
年
）

柿
沼
　
陽
平
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第
九
章
　
神
々
の
舞
う
大
地 

―
― 

ア
ム
ド
＝
チ
ベ
ッ
ト
族

　
　
　
　
　
　
　
の
世
界

　
　
　
第
十
章
　
シ
ャ
ー
マ
ン
が
身
に
つ
け
る
タ
カ
ラ
ガ
イ 

―
― 

　
　
　
　
　
　
　
大
興
安
嶺
の
ふ
も
と
に
て

　
　
終
　
章
　
人
類
に
と
っ
て
タ
カ
ラ
ガ
イ
と
は
何
か

　
序
章
。「
貨
幣
は
使
う
も
の
、貨
幣
に
使
わ
れ
た
ら
つ
ま
ら
な
い
」。

そ
う
い
う
生
き
方
を
貫
く
た
め
に
は
、
貨
幣
の
本
質
を
見
抜
く
必
要

が
あ
る
。
な
ぜ
人
類
は
貨
幣
を
持
つ
に
至
っ
た
の
か
。
こ
の
問
い

に
答
え
る
べ
く
、「
貨
幣
」
の
語
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
「
貝
」
字
、

す
な
わ
ち
タ
カ
ラ
ガ
イ
と
ヒ
ト
と
の
関
係
を
論
ず
る
。
そ
こ
で
文
明

の
規
定
要
因
を
生
態
区
分
に
求
め
る
梅
沢
忠
夫
の
生
態
史
観
モ
デ
ル

や
、物
産
複
合（
社
会
の
生
産
様
式
を
形
作
る
た
め
に
セ
ッ
ト
に
な
っ

た
物
の
複
合
体
）
の
あ
り
よ
う
に
求
め
る
川
勝
平
太
の
海
洋
史
観
を

ふ
ま
え
、「
文
明
の
交
易
史
観
」
を
提
唱
す
る
。
こ
こ
で
い
う
交
易

と
は
多
様
で
、
制
度
化
さ
れ
た
略
奪
に
始
ま
り
、
互
酬
・
貢
納
・
徴

収
と
効
率
を
高
め
、
最
終
的
に
市
場
に
い
き
つ
く
（
た
だ
し
情
報
の

不
完
全
性
の
た
め
、
市
場
は
つ
ね
に
不
完
全
）。
交
易
対
象
物
た
る

「
財
」
の
う
ち
、
多
く
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
と
交
換
さ
れ
る
可
能
性

を
も
つ
も
の
を
「
貨
幣
」
と
よ
ぶ
。
他
の
動
物
と
異
な
り
、
ヒ
ト
だ

け
が
交
易
を
行
い
、
よ
り
大
量
で
多
様
な
物
産
を
よ
り
効
率
的
に
交

易
で
き
る
方
向
に
文
明
が
発
展
す
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
を
「
文
明

の
交
易
史
観
」
と
よ
ぶ
。

　
第
一
章
。出
ア
フ
リ
カ
後
の
初
期
人
類
は
沿
海
地
域
に
暮
ら
し
た
。

一
万
年
程
前
に
氷
期
が
終
わ
る
と
、
温
暖
化
が
進
み
、
多
様
な
森
林

が
生
ま
れ
、
人
び
と
は
各
生
態
環
境
に
即
し
て
成
立
し
た
文
化
同
士

で
モ
ノ
を
交
換
し
、
必
要
物
資
を
入
手
す
る
よ
う
に
な
り
、
交
易
の

時
代
が
始
ま
っ
た
。
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
新
石
器
時
代
は
前
六
〇
〇
〇

年
頃
に
開
幕
し
、
前
三
〇
〇
〇
年
頃
の
ヒ
プ
シ
サ
ー
マ
ル
期
終
了
に

伴
い
、
文
化
伝
播
時
代
か
ら
文
化
間
交
流
時
代
へ
転
換
し
た
。
こ
の

頃
、
西
か
ら
齎
さ
れ
た
と
お
ぼ
し
い
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
最
古
の
タ
カ
ラ

ガ
イ
が
登
場
す
る
（
前
三
三
〇
〇
年
頃
の
新
石
器
時
代
上
孫
家
寨
遺

跡
出
土
）。
そ
の
後
、
二
里
頭
文
化
第
三
・
四
期
に
な
る
と
、
タ
カ
ラ

ガ
イ
は
南
シ
ナ
海
か
ら
海
上
ル
ー
ト
で
山
東
に
運
ば
れ
、
中
原
を
核

と
す
る
「
タ
カ
ラ
ガ
イ
好
み
の
文
化
圏
」
が
生
ま
れ
た
。
四
川
省
三

星
堆
遺
跡
で
も
タ
カ
ラ
ガ
イ
が
出
土
し
、
中
原
と
雲
南
か
ら
流
入
し

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
カ
ウ
リ
ー
ロ
ー
ド
」
と
よ
ぶ
。

　
第
二
章
。
四
通
八
達
の
地
で
あ
る
雲
南
で
は
、
前
漢
初
期
頃
に
貯

貝
器
に
入
っ
た
タ
カ
ラ
ガ
イ
が
大
量
に
出
土
す
る
。
貝
殻
に
穴
が
な

い
の
で
貨
幣
で
は
な
い
。
ト
ン
キ
ン
湾
→
紅
河
等
→
雲
南
と
運
搬
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
王
莽
期
に
中
原
と
雲
南
の
連
絡
が
絶
え
る
と
、

雲
南
内
部
の
タ
カ
ラ
ガ
イ
関
連
史
料
は
八
世
紀
の
南
詔
時
代
ま
で
途

絶
え
る
。
だ
が
紀
元
前
二
世
紀
～
後
七
世
紀
の
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
が
西

北
遊
牧
系
勢
力
と
東
南
農
耕
系
勢
力
の
拮
抗
状
況
（
＝
乾
燥
地
域
―

湿
潤
地
域
間
の
交
易
を
ど
ち
ら
が
掌
握
す
る
か
）
を
経
て
、
遊
牧
系
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支
配
者
が
農
耕
社
会
を
支
配
す
る
と
、
チ
ベ
ッ
ト
高
原
の
吐
蕃
と
唐

帝
国
と
の
分
立
（
＝
標
高
二
五
〇
〇
ｍ
を
境
と
す
る
標
高
差
間
交
易

を
め
ぐ
る
争
い
）
が
生
ま
れ
た
。
吐
蕃
民
は
ビ
タ
ミ
ン
補
充
の
た
め

に
茶
を
欲
し
、
唐
と
吐
蕃
は
南
詔
・
吐
谷
渾
を
巻
き
込
ん
で
抗
争
し

た
。
南
詔
の
勢
力
拡
大
に
伴
い
、
タ
カ
ラ
ガ
イ
が
イ
ン
ド
洋
や
ト
ン

キ
ン
湾
か
ら
雲
南
に
運
ば
れ
た
。
九
〇
二
年
の
南
詔
の
内
乱
で
大
理

国
が
成
立
し
た
後
も
、
タ
カ
ラ
ガ
イ
は
当
地
で
用
い
ら
れ
続
け
た
。

　
第
三
章
。一
三
世
紀
半
ば
に
モ
ン
ゴ
ル
が
大
理
を
滅
ぼ
し
た
後
も
、

モ
ン
ゴ
ル
側
の
記
録
に
タ
カ
ラ
ガ
イ
が
み
え
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
進
出

に
伴
い
、
一
二
五
七
年
に
ク
メ
ー
ル
人
の
ア
ン
コ
ー
ル
朝
か
ら
ス

コ
ー
タ
イ
朝
（
メ
コ
ン
中
流
）
が
自
立
し
、一
二
九
六
年
に
ラ
ン
ナ
ー

タ
イ
朝
（
チ
ェ
ン
マ
イ
中
心
）
が
樹
立
し
、
両
地
で
も
タ
カ
ラ
ガ
イ

は
重
視
さ
れ
た
。
マ
ル
コ
＝
ポ
ー
ロ
、
汪
大
淵
（
一
三
三
〇
年
代
～

四
〇
年
代
に
出
航
）、
イ
ブ
ン
＝
バ
ッ
ト
ゥ
ー
タ
の
タ
カ
ラ
ガ
イ
関

連
記
事
と
、
元
朝
側
の
記
録
と
を
総
合
す
る
と
、
当
時
雲
南
に
は
、

①
タ
イ
ラ
ン
ド
湾
→
タ
イ
南
部
（
ロ
ッ
ブ
リ
ー
）
→
ス
コ
ー
タ
イ
→

雲
南
南
西
部
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
、
②
イ
ン
ド
洋
モ
ル
デ
ィ
ブ
諸
島

→
ベ
ン
ガ
ル
湾
→
ミ
ャ
ン
マ
ー
→
雲
南
西
部
徳
宏
、
③
密
輸
ル
ー
ト

（
中
国
福
建
の
市
舶
司
→
中
国
内
地
→
雲
南
）
を
通
じ
て
、
タ
カ
ラ

ガ
イ
が
齎
さ
れ
た
。

　
第
四
章
。
元
代
に
は
銀
を
価
値
基
準
と
す
る
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
展
開
し
た
。
銀
投
資
を
受
け
た
ム
ス
リ
ム
商
人
や
ウ
イ
グ
ル
商
人

の
運
営
す
る
オ
ル
ト
ク
（

≒

商
社
）
が
絹
や
陶
磁
器
等
の
中
国
物
産

を
購
入
し
、
代
わ
り
に
中
国
に
銀
が
流
れ
た
。
元
朝
は
商
業
税
の
形

で
そ
の
銀
を
回
収
し
、
各
地
に
再
分
配
し
、
ま
た
オ
ル
ト
ク
に
投
資

さ
れ
た
。
だ
が
一
三
二
三
年
に
即
位
し
た
第
一
〇
代
イ
ェ
ス
ン
＝
テ

ム
ル
は
権
力
基
盤
が
脆
弱
で
、
ム
ス
リ
ム
商
人
の
支
持
を
得
る
べ
く

彼
ら
の
税
を
減
免
し
た
結
果
、
元
朝
中
枢
を
ポ
ン
プ
と
す
る
銀
の
大

循
環
は
滞
っ
た
。
さ
ら
に
イ
ェ
ス
ン
＝
テ
ム
ル
死
後
の
宮
廷
内
抗
争

に
よ
る
財
政
破
綻
を
救
う
べ
く
、
宝
鈔
（
紙
幣
）
が
発
行
さ
れ
、
銀

の
裏
づ
け
の
な
い
宝
鈔
が
各
地
で
勝
手
に
印
刷
さ
れ
、
ハ
イ
パ
ー
イ

ン
フ
レ
に
陥
っ
た
。
一
方
、
銀
価
は
持
続
的
に
向
上
し
、
銀
価
の
さ

ら
な
る
上
昇
を
見
越
し
て
銀
保
有
者
は
銀
を
た
め
込
み
、
銀
は
滞
留

し
た
。
け
れ
ど
も
一
六
世
紀
前
半
に
日
本
で
石
見
銀
山
、
一
六
世
紀

半
ば
に
ボ
リ
ビ
ア
で
ポ
ト
シ
銀
山
の
採
掘
が
始
ま
り
、
前
者
で
灰
吹

法
、
後
者
で
水
銀
ア
マ
ル
ガ
ム
法
が
導
入
さ
れ
、
世
界
的
な
銀
供
給

量
が
増
加
し
た
結
果
、
銀
経
済
は
息
を
吹
き
返
し
た
。
一
方
、
明
の

朱
元
璋
は
銀
に
た
よ
ら
な
い
国
際
的
交
易
の
仕
組
み
と
し
て
、
朝
貢

メ
カ
ニ
ズ
ム
（
中
国
の
皇
帝
を
中
心
と
し
て
、
朝
貢
国
の
あ
い
だ
で

儀
礼
的
な
序
列
を
形
成
し
、
国
際
的
な
交
流
を
円
滑
に
行
な
う
メ
カ

ニ
ズ
ム
）
を
整
え
た
。
お
り
し
も
元
朝
末
期
雲
南
で
は
タ
カ
ラ
ガ
イ

供
給
が
不
足
し
て
い
た
が
、
か
か
る
朝
貢
に
よ
り
、
沖
縄
産
タ
カ

ラ
ガ
イ
が
中
国
内
地
経
由
で
輸
入
さ
れ
（
民
間
対
外
交
易
は
禁
止
）、

雲
南
貝
貨
経
済
は
息
を
吹
き
返
し
た
。
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第
五
章
。
だ
が
一
六
二
〇
年
代
～
一
六
八
〇
年
代
に
な
る
と
雲
南

貝
貨
は
消
失
し
、
代
わ
り
に
銅
銭
が
流
通
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ

以
前
に
も
鋳
銭
の
試
み
は
あ
っ
た
も
の
の
、
貝
貨
の
存
在
を
理
由
に

中
止
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
貝
貨
消
失
は
、
銅
銭
流
通
に
よ
る
の
で

は
な
く
、
む
し
ろ
雲
南
へ
の
タ
カ
ラ
ガ
イ
の
供
給
減
少
が
原
因
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
一
七
世
紀
に
モ
ル
デ
ィ
ブ
を
掌
握
し
た
オ
ラ
ン
ダ

東
イ
ン
ド
会
社
が
タ
カ
ラ
ガ
イ
を
西
洋
に
搬
出
し
、
ま
た
沖
縄
も

一
六
〇
九
年
の
島
津
入
り
で
日
本
の
幕
藩
体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
こ

と
に
よ
る
。
一
方
、
銭
は
嘉
靖
三
四
（
一
五
五
五
）
年
以
来
清
代
に

も
、
空
間
的
画
一
性
と
時
系
列
的
一
貫
性
を
守
る
べ
く
鋳
造
さ
れ
続

け
た
。
た
だ
そ
れ
で
も
地
域
経
済
の
成
長
に
銅
銭
の
数
量
は
追
い
つ

か
な
か
っ
た
。
ま
た
海
外
貿
易
・
遠
隔
地
交
易
で
銀
錠
を
、
地
域
内

で
銅
銭
を
用
い
る
中
、
一
六
八
四
年
に
海
上
封
鎖
（
台
湾
の
鄭
氏
政

権
の
財
政
基
盤
を
奪
う
の
が
目
的
）
が
解
か
れ
、
生
糸
・
陶
磁
器
・

茶
葉
の
輸
出
が
増
加
し
た
結
果
、
大
量
の
銀
が
中
国
に
流
入
し
、
銭

の
対
銀
価
格
は
上
昇
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
小
結
。
タ
カ
ラ
ガ
イ
の
形
状
は
均
一
で
あ
る
。
ま
た
雲
南
付
近
で

は
、
わ
ず
か
な
距
離
を
運
ぶ
だ
け
で
、
大
き
な
標
高
差
が
あ
る
た
め
、

タ
カ
ラ
ガ
イ
の
希
少
性
が
増
す
。さ
ら
に
タ
カ
ラ
ガ
イ
は
持
続
性（
貨

幣
と
な
る
モ
ノ
が
将
来
に
わ
た
っ
て
供
給
さ
れ
つ
づ
け
ら
れ
る
見
通

し
）
を
有
し
た
。
こ
れ
ら
均
一
性
・
希
少
性
・
持
続
性
が
タ
カ
ラ
ガ

イ
を
貨
幣
た
ら
し
め
た
条
件
で
あ
る
。
だ
が
第
五
章
で
論
じ
た
よ
う

に
、
タ
カ
ラ
ガ
イ
の
供
給
が
途
絶
え
る
と
、
希
少
性
が
増
す
一
方
で
、

む
し
ろ
そ
の
持
続
性
が
失
わ
れ
た
結
果
、
タ
カ
ラ
ガ
イ
の
価
値
は
下

落
し
、
雲
南
貝
貨
経
済
圏
は
崩
壊
し
た
。
以
上
が
第
一
章
～
第
五
章

よ
り
な
る
第
一
部
の
「
時
を
た
ど
る
旅
」
の
梗
概
で
あ
る
。

　
第
六
章
。
次
に
「
場
を
め
ぐ
る
旅
」
と
題
す
る
第
二
部
が
始
ま
り
、

現
地
調
査
を
活
か
し
た
成
果
が
開
陳
さ
れ
る
。
主
題
は
、
ユ
ー
ラ
シ

ア
大
陸
を
南
北
に
貫
通
す
る
タ
カ
ラ
ガ
イ
文
化
の
帯
（
イ
ン
ド
洋
→

ベ
ン
ガ
ル
湾
→
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
→
中
国
雲
南
→
チ
ベ
ッ
ト
高
原
東

縁
部
→
モ
ン
ゴ
ル
高
原
）
に
住
む
チ
ベ
ッ
ト
系
・
モ
ン
ゴ
ル
系
・
ツ

ン
グ
ー
ス
系
の
人
び
と
が
タ
カ
ラ
ガ
イ
を
儀
礼
で
用
い
る
背
景
と
経

路
の
解
明
で
あ
る
。
ま
ず
タ
イ
で
は
ス
コ
ー
タ
イ
王
朝
（
一
三
世
紀

～
一
四
三
八
年
）
や
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
（
一
三
五
一
年
～
一
七
六
七
年
）

で
少
額
貨
幣
の
貝
貨
が
確
認
で
き
る
。
一
八
世
紀
半
ば
に
陶
製
貨
幣

に
代
替
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
モ
ル
デ
ィ
ブ
産
タ
カ
ラ
ガ
イ
が
西
に
流

れ
た
時
期
（
上
述
）
と
一
致
し
、
タ
イ
で
の
タ
カ
ラ
ガ
イ
供
給
の
持

続
性
が
損
な
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
だ
が
タ
カ
ラ
ガ
イ
は
、
イ
ン
ド

シ
ナ
半
島
か
ら
雲
南
の
ム
ア
ン（
盆
地
に
囲
ま
れ
た
土
着
的
な
く
に
）

へ
も
伝
播
し
て
い
る
。

　
第
七
章
。
タ
カ
ラ
ガ
イ
は
雲
南
を
経
由
し
て
チ
ベ
ッ
ト
に
も
伝
播

し
て
い
る
。
ナ
シ
族
ラ
ハ
村
の
ア
レ
と
よ
ば
れ
る
行
事
と
そ
こ
で
歌

わ
れ
る
歌
謠
（
原
型
は
元
代
の
記
憶
が
残
る
明
代
前
期
に
作
成
か
）

等
を
調
査
す
る
と
、
ナ
シ
族
・
漢
族
・
チ
ベ
ッ
ト
族
等
が
棲
み
分
け
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な
が
ら
共
存
す
る
世
界
が
窺
え
、
ナ
シ
族
や
チ
ベ
ッ
ト
族
が
隊
商
と

し
て
タ
カ
ラ
ガ
イ
を
運
搬
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
第
八
章
。
チ
ベ
ッ
ト
で
も
タ
カ
ラ
ガ
イ
が
み
ら
れ
、
一
七
世
紀
以

降
そ
の
価
値
は
減
少
し
た
と
は
い
え
、
ラ
サ
で
は
現
在
も
タ
カ
ラ
ガ

イ
が
散
見
す
る
。

　
第
九
章
。
チ
ベ
ッ
ト
高
原
北
側
の
青
海
省
を
中
心
と
す
る
地
域

（
ア
ム
ド
）
で
も
タ
カ
ラ
ガ
イ
は
お
守
り
と
し
て
広
く
流
布
し
て
い

る
。

　
第
十
章
。
モ
ン
ゴ
ル
高
原
東
部
～
黒
龍
江
省
の
ツ
ン
グ
ー
ス
系
・

モ
ン
ゴ
ル
系
諸
民
族
の
間
で
も
タ
カ
ラ
ガ
イ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

産
地
を
離
れ
て
北
に
行
く
ほ
ど
、
遊
具
→
通
貨
→
ハ
レ
の
場
の
装
飾

品
→
宗
教
的
な
装
飾
品
と
、
タ
カ
ラ
ガ
イ
の
神
聖
さ
が
上
昇
す
る
傾

向
が
あ
る
。
以
上
を
ふ
ま
え
筆
者
は
、
人
類
が
ペ
ル
シ
ア
湾
沿
岸
で

タ
カ
ラ
ガ
イ
と
出
会
い
、
そ
の
後
タ
カ
ラ
ガ
イ
は
中
国
商
王
朝
で
威

信
財
や
護
符
と
し
て
定
着
し
、
三
星
堆
に
も
広
が
り
、
新
た
に
ト
ン

キ
ン
湾
岸
や
ベ
ン
ガ
ル
湾
岸
か
ら
の
入
手
ル
ー
ト
を
得
た
雲
南
で
貨

幣
化
し
た
と
し
、
こ
れ
を
古
代
の
カ
ウ
リ
ー
ロ
ー
ド
と
す
る
一
方

で
、
雲
南
貝
貨
世
界
崩
壊
後
に
タ
カ
ラ
ガ
イ
が
よ
り
希
少
な
地
を
め

ざ
し
、
雲
南
→
チ
ベ
ッ
ト
→
モ
ン
ゴ
ル
高
原
→
大
興
安
嶺
へ
向
か
っ

た
と
し
、
そ
れ
を
近
世
の
カ
ウ
リ
ー
ロ
ー
ド
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
以
上
が
評
者
の
理
解
に
基
づ
く
本
書
の
梗
概
で
あ
る
。
一
言
で
い

え
ば
本
書
は
、
タ
カ
ラ
ガ
イ
を
軸
に
、
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
歴
史

と
各
地
域
の
習
俗
を
概
述
し
た
好
著
と
評
せ
よ
う
。
と
く
に
一
七

世
紀
以
降
の
雲
南
を
中
心
と
し
た
歴
史
描
写
は
じ
つ
に
鮮
や
か
で

あ
る
。
ま
た
、
本
書
の
提
唱
す
る
「
文
明
の
交
易
史
観
」
は
、
柄

谷
行
人
の
「
交
換
様
式
に
基
づ
く
世
界
史
構
造
」
論
や
ニ
ク
ラ
ス
・

ル
ー
マ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
を
ふ
ま
え
た
評
者
の
「
交

換
史
観
（
つ
な
が
り
の
歴
史
学
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ヒ
ス
ト

リ
ー
）」
と
も
似
た
所
が
あ
り
、本
書
で
「
カ
ウ
リ
ー
ロ
ー
ド
（cow

rie 
road

）」
が
詳
細
に
探
索
さ
れ
て
い
る
点
も
評
者
の
「（
殷
周
時
代
の
）

宝
貝
の
道
（
柿
沼
二
〇
一
一
、九
八
頁
）」
に
関
す
る
研
究
と
関
連
す

る
所
が
あ
り
、
と
も
に
評
者
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
見
方
で
あ
っ

た
。

　
加
え
て
、
本
書
が
現
地
調
査
を
ふ
ま
え
た
成
果
で
あ
る
点
も
特
徴

的
で
あ
る
。
母
の
従
兄
妹
の
網
野
善
彦
氏
よ
り
「
旅
」
の
精
神
を
受

け
継
ぎ
、「
私
の
歴
史
学
は
常
に
「
旅
」
と
と
も
に
あ
る
」（
第
六
章
）

と
宣
言
す
る
筆
者
の
面
目
躍
如
た
る
行
論
で
あ
ろ
う
。
中
沢
新
一
氏

と
は
似
て
非
な
る
網
野
遺
伝
子
の
受
け
継
ぎ
方
で
、
改
め
て
網
野
善

彦
氏
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
そ
の
成
果
が

全
面
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
が
第
二
部
（
第
六
章
～
第
十
章
）
で
、

個
人
的
に
は
第
九
章
の
ア
ム
ド
の
ラ
ン
ジ
ャ
村
調
査
が
と
く
に
興
味

深
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
死
者
の
名
を
口
に
し
て
は
い
け
な
い
た
め
、

村
人
は
自
ら
の
「
歴
史
」
を
知
ら
ず
、
同
族
集
団
も
形
成
さ
れ
ず
、

冠
婚
葬
祭
時
等
に
は
ハ
オ
と
い
う
互
助
的
集
団
が
形
成
さ
れ
る
。
上
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上
田
信 

著
『
貨
幣
の
条
件
　
タ
カ
ラ
ガ
イ
の
文
明
史
』（
柿
沼
）

田
氏
は
こ
れ
を
「
漢
族
が
執
拗
に
祖
先
に
こ
だ
わ
る
の
と
は
対
照
的

（
二
九
八
頁
）」
と
す
る
。
な
る
ほ
ど
、
共
同
体
意
識
の
稀
薄
な
中
国

社
会
で
生
き
て
ゆ
く
た
め
（
戒
能
通
孝
・
柏
祐
賢
・
村
松
祐
次
の
議

論
参
照
）、
中
国
人
が
「
包
」
や
宗
族
を
頼
り
と
す
る
点
や
、
ご
近

所
付
き
合
い
の
消
滅
と
「
お
ひ
と
り
さ
ま
」
の
増
加
の
中
で
現
代
日

本
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
に
福
祉
的
役
割
を
期
待
す
る
点
に
比
し
て
、

ラ
ン
ジ
ャ
村
は
非
常
に
興
味
深
い
事
例
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
点
は
現
地
を
歩
い
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。

　
ち
な
み
に
評
者
も
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
歴
史
学
」
を
掲
げ
る
母
校
早

稲
田
大
学
の
影
響
も
あ
り
、
旅
か
ら
歴
史
学
的
知
見
を
得
る
こ
と
が

少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
二
〇
一
五
年
六
月
に
東
ア
ジ
ア
最
大
の
タ

カ
ラ
ガ
イ
の
産
地
で
あ
る
沖
縄
県
宮
古
島
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
。
浜

辺
に
は
様
々
な
貝
殼
が
落
ち
て
お
り
、
よ
ほ
ど
目
を
こ
ら
さ
な
い
と

タ
カ
ラ
ガ
イ
は
見
つ
か
ら
な
い
。
こ
れ
よ
り
、
す
ぐ
に
目
に
付
く
ほ

ど
タ
カ
ラ
ガ
イ
が
図
抜
け
て
綺
麗
な
わ
け
で
は
な
い
点
を
再
認
識
で

き
た
。
現
地
の
タ
カ
ラ
ガ
イ
専
門
店
店
長
に
よ
れ
ば
、
一
時
間
に
数

個
み
つ
け
ら
れ
れ
ば
よ
い
ほ
う
だ
と
い
う
。
背
部
は
脆
弱
ゆ
え
、
浜

辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
際
に
削
れ
る
ら
し
く
、
浜
辺
に
打
ち
上
げ
ら

れ
た
タ
カ
ラ
ガ
イ
の
背
部
に
は
だ
い
た
い
穴
が
あ
る
こ
と
も
確
認
さ

れ
た
。
す
る
と
、
世
界
各
地
の
遺
址
出
土
タ
カ
ラ
ガ
イ
背
部
に
は
概

し
て
穴
が
開
い
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
す
べ
て

が
人
工
的
に
開
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
可
能
性
が
出
て
く
る
。
た

だ
、
自
然
な
開
孔
は
殷
周
タ
カ
ラ
ガ
イ
背
部
の
穴
（
背
磨
式
等
）
と

形
状
が
異
な
る
た
め
、
後
者
は
や
は
り
人
工
的
開
孔
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
は
す
べ
て
旅
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
評
者

な
り
の
知
見
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
旅
を
重
視
す
る
筆
者
の
考
え
に

は
、
評
者
も
強
く
共
感
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
以
上
、
本
書
が
い
か
に
面
白
く
、
各
方
面
に
考
え
る
種
を
埋
め
込

ん
だ
好
著
で
あ
る
か
を
論
じ
た
。
た
だ
書
評
の
常
と
し
て
、
全
く
私

見
を
提
示
し
な
い
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
、
あ
え
て
筆
者
の
胸
を

借
り
る
形
で
鄙
見
を
提
示
し
た
い
（
な
お
本
書
に
「
タ
カ
ラ
ガ
イ
を

中
国
古
代
の
貝
貨
と
す
る
言
説
は
、
柿
沼
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

漢
代
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
」（
七
二
頁
）
と
あ
る
点
は
や
や

不
正
確
で
、
私
見
で
は
そ
の
萌
芽
が
戦
国
時
代
に
溯
る
と
み
る
が
、

こ
う
し
た
瑣
末
な
点
に
は
以
下
こ
だ
わ
ら
な
い
）。

　
第
一
。
本
書
は
結
局
「
貨
幣
の
条
件
」
と
し
て
均
一
性
・
希
少
性
・

持
続
性
を
挙
げ
る
。
雲
南
貝
貨
を
貝
貨
た
ら
し
め
る
条
件
と
し
て
均

一
性
・
希
少
性
・
持
続
性
を
挙
げ
る
の
は
正
鵠
を
射
て
い
る
。
中
で

も
持
続
性
が
い
か
に
重
要
か
は
、
拙
著
（
六
七
～
六
九
頁
）
で
も
整

理
し
た
よ
う
に
、
近
年
よ
く
指
摘
さ
れ
る
論
点
で
あ
る
。
た
だ
書
名

に
「
貨
幣
の
条
件
」
と
あ
る
以
上
、
一
般
書
と
は
い
え
、
貨
幣
の
条

件
全
般
に
関
す
る
経
済
学
と
人
類
学
に
お
け
る
論
争
、
と
く
に
カ
ー

ル
・
メ
ン
ガ
ー
『
一
般
理
論
経
済
学
』
以
降
の
諸
争
点
に
言
及
が
欲

し
か
っ
た
。
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第
二
。
筆
者
は
「
古
代
中
原
の
墳
墓
か
ら
大
量
に
出
土
す
る
タ
カ

ラ
ガ
イ
は
威
信
財
な
の
か
、
貝
貨
な
の
か
論
争
が
あ
る
が
、
均
一
性

と
希
少
性
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
な
か
で
貝
の
価
値
が
変
わ
る
以
上
、
こ

う
し
た
二
者
択
一
的
議
論
の
立
て
方
に
は
意
味
が
な
い
（
二
〇
一

頁
）」
と
す
る
。
だ
が
当
該
論
争
は
、
貨
幣
の
起
源
を
ど
こ
に
求
め

る
か
、
ひ
い
て
は
古
代
人
の
心
性
の
重
心
を
ど
こ
に
求
め
る
か
（
経

済
合
理
主
義
的
人
間
像
が
歴
史
に
即
し
た
も
の
か
否
か
）に
関
わ
る
。

そ
し
て
評
者
は
、
中
国
古
代
で
は
贈
与
交
換
や
供
犧
と
い
っ
た
非
経

済
学
的
原
因
を
通
じ
て
結
果
的
に
貨
幣
が
生
じ
た
の
で
あ
り
、
中
国

古
代
宝
貝
を
貨
幣
と
み
る
こ
と
自
体
が
後
付
け
の
発
想
だ
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
意
味
で
当
該
論
争
を
無
意
味
と
は
考
え
な
い
。

　
第
三
。
中
央
ア
ジ
ア
で
は
タ
カ
ラ
ガ
イ
を
意
味
す
る
「
貝
」
の
甲

骨
文
字
を
中
央
に
鋳
込
ん
だ
シ
ノ
＝
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ
ー
銭
や
、
あ
る

い
は
戦
国
六
国
の
青
銅
貨
幣
や
そ
の
影
響
を
受
け
た
と
お
ぼ
し
い
古

銭
が
出
土
し
て
い
る
。
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
上
の
タ
カ

ラ
ガ
イ
使
用
の
起
源
は
じ
つ
は
紀
元
二
～
三
世
紀
以
前
に
遡
る
可
能

性
が
高
い
。
む
し
ろ
評
者
は
、「
殷
周
宝
貝
文
化
」
の
消
滅
と
、
そ

れ
を
担
っ
た
人
び
と
の
拡
散
に
伴
い
、
戦
国
時
代
に
は
や
く
も
中
原

か
ら
各
地
へ
放
射
線
状
に
宝
貝
文
化
が
伝
播
し
た
と
推
測
し
て
い

る
。
こ
の
点
は
別
稿
で
詳
論
し
た
い
。

　
以
上
論
じ
た
よ
う
に
、
本
書
は
読
者
に
さ
ま
ざ
ま
な
論
点
を
考
え

さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
る
良
書
で
あ
る
。
数
点
私
見
を
提
示
は
し
た

が
、
こ
れ
ら
は
当
然
本
書
の
意
義
を
い
さ
さ
か
な
り
と
も
揺
る
が
す

も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
を
機
に
本
書
を
手
に
取
る
読
者
が
少
し
で
も

増
え
、
当
該
分
野
の
研
究
の
発
展
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
な

ら
ば
、
筆
者
同
様
に
タ
カ
ラ
ガ
イ
を
愛
す
る
者
と
し
て
喜
び
に
た
え

な
い
。

（
帝
京
大
学
文
学
部
准
教
授
）


